
王子堰

（固定堰）

早田堰

（固定堰）

高屋川橋梁

：想定破堤地点

：想定浸水区域

事業実施により、計画高水流量300～350ｍ3/sを安全に流下させる
ことが出来る。

事業実施により、計画高水流量300～350ｍ3/sを安全に流下させる
ことが出来る。

流下能力

431ha浸水面積

558戸床下浸水

2,129戸床上浸水

想定被害【1/100】

事業実施による効果事業実施による効果

300ｍ3/s152ｍ3/s早田堰(6k500)

350ｍ3/s210ｍ3/s王子堰(5K910)

300ｍ3/s147ｍ3/sJR橋梁(6k680)

完成後着手前箇 所

御幸町

神辺町

神辺駅

Ｊ
Ｒ
福
塩
線

井原鉄道

神辺町役場

文化会館神辺西中



事業実施による想定被害軽減額
計画規模1/100年確率相当洪水での被害軽減額

830.1 億円効 果

830.1 億円被害軽減額計

28.0 億円間接被害額等

503.6 億円公共土木資産

1.3 億円農作物

297.2 億円一般資産

431 ha浸水面積

558 戸床下浸水

2,129 戸床上浸水

想定被害軽減



◇費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出の流れ◇

氾濫シミュレーション

想定被害額の算出

年平均被害軽減期待額

総便益（Ｂ）の算出

総事業費の算出

維持管理費の算出

残存価値の算出

総費用（Ｃ）の算出

費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出

総便益（Ｂ） 総費用（Ｃ）



総費用（Ｃ）と総便益（Ｂ）の考え方

年

金
額

年

金
額 総便益＝年平均被害軽減期待額（現在価値化）

現在価値化した年平均被害軽減期待額

総費用＝建設費（現在価値化）＋維持管理費（現在価値化）
－施設等の残存価格（現在価値化）

建設費
維持管理費

現在価値化した建設費

整備期間 施設完成後の評価期間（50年）

H7

評価対象期間

H11 H16
評価時点 H61

総
費
用

H7 H11 H16 H61

（Ｂ）

（Ｃ）

総
便
益

治水施設完成



費用対効果分析（完成後）

7.2便益費（Ｂ／Ｃ）

25.6 億円・総費用（Ｃ）①+②-③

0.4 億円③残存価値

3.4 億円②維持管理費

22.6 億円①建設費（総事業費）

185.3 億円・総便益（Ｂ）

7.0  億円・想定年平均被害軽減期待額

（※平成15年度価値）



事業実施による効果（出水時の可動堰の倒伏状況）

平成１３年６月２０日出水
御幸観測所 148m3

高屋川

堰改築後の倒伏回数

平成１２年 ２回

平成１３年 ７回

平成１４年 ３回

平成１５年 ６回

平成１６年 ６回



事業実施による効果（洪水時の水位低下）

ＨＷＬ
事業実施前事業実施前

固定堰

T.P.+11.79m

ＨＷＬ
事業実施後事業実施後

T.P.+11.14m

約０．７ｍ水位低下
します。

事業実施による水位低下量を代表的な洪水
で試算すると下記のとおり

今、昭和５１年９月
洪水が発生したら・・・

＊流量、水位は御幸地点の観測地です。

0.8610.0910.956.36109H16.9.21
（台風２３号）

0.7310.4711.20 6.90148Ｈ１３．６

0.6910.9011.59 7.80204Ｈ１０．１０

0.7310.4811.21 7.01149Ｈ５．７

0.6511.3111.968.57261ｓ６０．６

0.6511.1411.798.22236ｓ５１．９

②事業実施後①事業実施前

備考
水位低減
効果（①
－②）：ｍ

早田堰付近の水位（６／８００）
水 位
（ＴＰｍ）

流 量
（ｍ3/s）

年月

水位低下効果試算水位低下効果試算



○固定堰の撤去等により、洪水をより安全に流下させることができ、昭和５１年９月洪
水時に発生したような内水被害に対する効果も向上した。

同規模の洪水であった平成５年、平成１３年の洪
水において、平成５年洪水では上記の排水機場
は３日間３９ｈ稼働したが、平成１３年洪水では２
日間１３ｈと稼働時間が短縮化された。

・高屋川の河床掘削、堰改築等により水はけが良くなり、降雨
時用水路からの越水が改善され、事業に感謝している。又、
堰統合により維持管理の軽減がなされた。

・早田堰・王子堰（固定堰）の撤去統合、河床掘削をしてもらい、
洪水被害の恐れが軽減され、周辺農地の浸水被害が解消さ

れている。又、まちづくり推進の一助となっている。

神辺町建設経済部長 神辺町土地改良区副理事長

事業後における地元の声事業後における地元の声

川北排水機場

王子堰撤去

高屋川
新早田堰

Ｐ

ＪＲ福塩線、井原鉄道橋梁

旧早田堰撤去 洪水年月
総雨量mm
（福山）

御幸地点
指定水位
継続時間ｈ

御幸地点
警戒水位
継続時間ｈ

ピーク流量
m3/S（御幸）

Ｈ５．７ 149 9 0 149

Ｈ１３．６ 100 9 0 148



周辺地域の状況周辺地域の状況

1,555(H13)1,649（H8)事業所数

653760農地面積（ha）

12,62811,810世帯数（世帯）

40,36139,977人口（人）

平成１２年（完成後）平成７年（着手前）指 標

●主要自治体指標（神辺町）●

人口、世帯数：国勢調査 農地面積：農業センサス 事業所数：事業所・企業統計調査



事業による環境の変化事業による環境の変化

●河川水辺の国勢調査の結果●

46種類18種類平成13年度

56種類14種類平成８年度

底生動物魚介類調査年度

◇魚介類の優占種◇ ◇特定種のメダカ◇ ◇底生動物の優占種◇

イトミミズ類オイカワ



水防活動への貢献と地元の努力水防活動への貢献と地元の努力

事業による周辺地域への貢献と地元の努力事業による周辺地域への貢献と地元の努力

左岸の現況
現況ＪＲ橋左岸現況ＪＲ橋右岸

町道のアンダーパス化 ＪＲ橋付近の堤防天端拡幅

過去の水防活動
の状況

過去の水防活動の状況

S60.6洪水 高屋川7k付近

事業前のＪＲ橋付近は両岸とも踏切があ
り、天端も狭く水防上、点検や実作業に
支障有り

平成７年 平成１６年 増減比率
広島県全体水防団員数 ２５，３１２人 ２３，４１１人 ０．９２
福山市水防団員数 １，８１６人 １，８２４人 1．００
神辺町水防団員数 ３９７人 ４００人 １．０１

○事業により重要水防箇所のJR高屋川橋梁の桁下高不足が解消されるととも
に、右岸町道のアンダーパス化（神辺町実施）により、緊急時（水防・消防）に
迅速な対応が図られ、水防団の点検・水防活動がしやすくなった。

○沿川の地元の福山市、神辺町の水防団員数は現状維持の状態にある。



河川愛護活動への貢献と地元の努力河川愛護活動への貢献と地元の努力

早田堰付近着工前

水生生物調査

S59より毎年近隣の小中学校２０
名が継続して水質調査・環境学
習を実施しています。

早田堰付近完成

地元住民による河川清掃の状況

・堰の改築により河岸が整備され、河川に安全に近づけるよう
になり、更に近隣小中学校による河川環境教育の場や河川愛
護活動の場として活用されている。



１．交通渋滞対策による通勤通学の時間短縮等
事業によるその他効果

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000

H12

H7

福山市への就業者

福山市への通学者

府中市への就業者

府中市への通学者

井原市への就業者

井原市への通学者

福山市からの就業者

福山市からの通学者

府中市からの就業者

府中市からの通学者

井原市からの就業者

井原市からの通学者○今回の事業実施前後の国勢調査結果によると、右のグラフの通
り神辺町と特に福山市との間の通勤通学者数が増加している。

１５歳以上従業地・通学地別就業者、通学者数

○今回の事業実施により井原鉄道も開通し、道路改良以外でも福
山市圏域の交通渋滞緩和に貢献し、上記の方々の通勤通学の
時間短縮に寄与している。また、最近では所要時間の短縮のた
めに道路と鉄道等、総合的な交通改善プログラムも始まってい

る。

神辺町か
ら出る人

神辺町に
来る人

神辺町への
通勤通学者
が約７０％
増加

約９，９００人

約１１，４００人

約２，９００人

約５，０００人

○井原鉄道は岡山県西南圏域と広島県備後圏域を結ぶ都市間旅
客輸送路線として昭和４１年７月に工事が始まったが、一時工事
が中止となり、昭和６２年１２月の工事再開を経て平成１１年１月

に開通した。開通するにあたっては高屋川を渡河するため、旧早

田堰改築、ＪＲ橋梁架替（堤防嵩上げ含め）が必要であり、本事業
の進捗と合わせ井原鉄道橋梁の新設が実施された。

２．橋梁建設費のコスト減
○２橋一体の整備で仮設費がコスト縮減

JR福塩線、井原鉄道の近接した２橋一体整備により、約８億
円のコスト縮減となった。（縮減内容：仮締切、仮橋、用地費等）

２橋一体の整備状況

井原鉄道ＪＲ福塩線

井原鉄道開通（H11.1.11) きれいになった神辺駅前

ちなみに井原鉄道に
よる神辺‐福山間は
所要時間約１２分




